
Audit Analytics : 子会社リスク評価分析
企業のビジネスや環境に応じた分析を行い、
グループ内でリスクが高い子会社の把握を可能にする

複雑化するビジネスや環境に対応したリスク評価で、リスク領域を浮き彫りにする

近年、M&A の増加や事業展開の拡大等により、子会社数は急速に増加しています。また、物理的な距離の制約や、利用システムや企業規
模の相違など複数の要因が重なることで、グループ管理上のリスクへ対応するための子会社管理の複雑度は日々高まっています。

トーマツは、会計・監査やビジネスの知見と、データ分析の知見を総合し、個々の会社が持つリスクを視覚化する子会社リスク評価分析を
監査に導入しています。リスクが高まっている要素別の原因分析はもちろん、リスクを数値化することで、総合的にリスクが高い子会社の
把握を可能にしています。

子会社リスク評価分析の進め方

① リスク及び指標設計
監査人の知見を用いて企業に応じたリスクの
定義と、リスクの評価軸とすべき指標を決定

✓ 監査人の企業のビジネスや環境を正しい
理解に基づき、“リスク” の定義を明確に
します

✓ 識別すべきリスクを発見するための端緒
となる指標を決定します

　 在庫の架空計上リスクを評価する
ために棚卸資産回転期間を設定

   　販売子会社間での比較を行うことで、
　   販売子会社としての正常な範囲と異
   　なる傾向を示す子会社を識別

   逸脱している会社の過去からの指標
の推移や、ビジネスの詳細を確認し、
異常を特定

製造業の例 棚卸資産回転期間の正常範囲を理解 逸脱している原因を調査

✓ 合理的な理由によるものなのか、異常
性のあるものなのかを検証することに
よって、リスクの有無を評価していき
ます

企業グループのデータを視覚化

同一条件で比較すべき子会社のデータを
様々な切り口（※）で分析し、評価します

 ※ 子会社の機能（製造、販売等）、取扱製品、地域etc.

✓ 比較すべき切り口の設定が非常に重要であり、
アナリティクスの専門家と監査人が協議して
適切な評価軸を決定します

② 正常な範囲の理解
①で設定した指標ごとに、「正常である」
と判断する範囲を評価

③ リスク評価
正常な範囲から逸脱している会社に
ついて、個々の指標ごとに逸脱して
いる原因を検証し、評価
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子会社リスク評価を紹介する動画を公開
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リスクを数値化し、スコアリングすることで総合的にリスクの高い会社を識別可能

正常な範囲から逸脱し、リスク要素が存在すると判断した会社について、リスクスコアを付与していく手法もあります。
設定した指標ごとにスコアを付与していくことで、スコアの総合点が高い会社、すなわち、複数の要素において、リスクが存在すると想定
される会社を識別することが可能になります。また、財務データのみでなく、「予算の達成状況」や「人事ローテーション情報」といった
非財務データもスコアリングに含めることが可能です。
多数のグループ会社を有する企業においては、総合的にリスクの高い会社を識別することで、監査資源を優先的に投入すべき子会社を特定
することができ、効果的かつ効率的なグループ監査の実現を助けます。

会社名 ローテーション頻度 リスク
スコア

会社A 無し 1pt

会社B 年に1回 0

会社C 2年に1回 0

会社D 3年に1回 0

会社E 無し 1pt

①設定した指標ごとに、正常範囲から
乖離する場合「スコア」を付与

②人事ローテーションの有無等、
非財務データをスコアリング

③リスクスコアの総合点を用いて
リスクを識別

シナリオ４

シナリオ３

シナリオ２

会社名

会社A

会社E

会社C

会社B

会社D

シナリオ毎に指標を確認し、スコアを
付与

例えば、人事ローテーションの頻度に
応じたスコアリングを実施

複数のリスクシナリオを総合した評価
が可能に

シナリオ１

正常と判断する範囲

1pt
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